
えひめフードバンク愛顔の思いと活動 
 

 

１．ｅワーク愛媛のフードバンク活動（えひめフードバンク愛顔（えがお）） 
の運営理念 

 

 私たちｅワーク愛媛のフードバンク事業「えひめフードバンク愛顔」は、以下の理念のも

と、活動を行っています。 

  

①「もったいない食料」を「おもいやり食料」に変える  

②単なる施しにならない食料シェア  

③地域循環型フードバンク活動を進める  

④バランスよくフードバンク機能（食品ロス削減、地域再生・地域共生、 

 格差の縮小）を活用する 
 

１）「もったいない食料」を「おもいやり食料」に変える  
 フードバンクで活用するのは、食べることができるのに、捨てられそうになっている食べ

物です。捨ててしまうと「食品ロス」＝「もったいない食料」になってしまいますが、それ

を食べることに使うと、食べ物を必要としている方や団体の助けとなる「おもいやり食料」

となります。 

 フードバンクで活用される食料の呼称は様々です。「フードバンク食料」「未利用食料」「食

品ロスの食料」いろいろありますが、提供する側からすれば、呼称はどうあれ、食べること

に使われるのであれば気にする必要はなく、意味が通じればいいと思いがちだと思います。 

 それが食べるために食料を受ける側はどうでしょうか。「フードバンク食料」「未利用食

料」は、いかにも事務的で食料としての美味しさ、ありがたさが薄れます。ましてや「食品

ロスの食料」だと食品ロスにはなっていないのに「食品ロス」とはどういうことだと思う

し、いかにも無機的な印象を受けます。 

 「おもいやり食料」という言葉は、私たち「えひめフードバンク愛顔」が使っている言葉

です。「もったいない食料」を活用して「ありがとう」につなげる「おもいやり」のこもった

食料にしようという願いを込めています。 

 

２）単なる施しにならない食料シェア  
 フードバンクの食料は、食料支援を行う団体とシェアしたり、食料を必要としている方に

個別に配布したりしています。しかしながら、食料を配布するだけでは、「単なる施し」にな

ってしまいます。その裏にある、食料を必要とする方の相談・自立改善の支援やその方たち

を支援する団体との連携・課題解決も考えているのが私たちの活動です。 

 特に最近見られるようになった無人式の食料配布システムでは、人と人のつながりがな

く、単に食料を配布するだけの活動になってしまう可能性があります。私たちは、2020 年

12 月、コロナ禍以降増加した個人からの食料支援依頼を受けて、対面式の無料のフードマー

ケット「コミュニティパントリー」を国内では草分け的に開始しました。ここでは、自由に

選んで必要な食料を持ち帰るだけではなく、利用者の見守りや個別の相談、他の支援機関へ

のつなぎ役となる等、利用者一人一人と向き合って対話することを趣旨とした食料配布シス

テムとして運営しています。 

 

 

 



３）地域循環型フードバンク活動を進める  
 食料の流通過程で発生する環境への影響を表す言葉として、フードマイレージがありま

す。近年、この言葉の認識は向上していると思いますが、食品ロスにも食品ロスのマイレー

ジがあり、フードバンク食料にもフードバンクマイレージがあるという考えを私たちは持っ

ています。 

 地域で発生した未利用食料は、地域で「おもいやり食料」として活用する。それが、地域

にも環境にも、さらに優しい地域循環型フードバンク活動だと捉え、県内外にネットワーク

を広げています。 

 

４）バランスよくフードバンク機能を活用する 
 フードバンクには、大きく分けて 3 つの効果①食品ロス削減、②地域再生・地域共生、③

生活困窮者支援、があります。このうち、どの効果を優先させても、どこかにしわ寄せが生

じるバランスの悪い活動になると私たちは考えています。 

 例えば、生活に困難を抱える家庭の支援にフードバンク食料を活用することを優先すれ

ば、食品ロスを低減する優先順位は下がり、食品ロスが減少すればフードバンク食料が減少

するため、それを好ましくないと評価をするようになります。 

 また、食品ロス削減を優先すれば、フードバンク食料の効率よい消費を優先するあまり、

食料に困っていない世帯への食料配布もいとわなくなります。地域再生や地域共生などを優

先すれば、地域活動優先になり、生活に困難を抱えている方への支援が疎かになる懸念があ

ります。 

 私たちは、3つの効果をバランスよく活用しながら、できるだけ多くの方や地域に貢献で

きるよう、フードバンク活動を続けられることを目指しています。 

 

２．えひめフードバンク愛顔の事業概要と今後の展望 
 

表 1 えひめフードバンク愛顔の実績（食料取扱量、寄贈元団体数、提供先団体数、フード

ドライブ実績推移等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西暦年
配布（取

扱）数量
（kg）

福祉食料費用①

削減効果
（円/年）

産廃処理費②

用削減効果
（円/年）

生ごみ焼却③

燃料削減
（灯油換算 ㍑/年）

生ごみ焼却④

燃料費削減
（円/年）

寄贈元

団体数
（個人含ま

ず）

提供先

団体数
（個人含ま

ず）

フードドラ

イブ実績
（取扱量kg）

2014 1,161 696,600 58,050 109 10,932 5 15 －

2015 961 576,600 48,050 90 9,049 7 15 －

2016 534 320,400 26,700 50 5,028 7 16 －

2017 4,193 2,515,800 209,650 395 39,482 9 17 －

2018 3,153 1,891,800 157,650 297 29,689 11 21 －

2019 5,940 3,564,000 297,000 559 55,932 11 23 －

2020 17,039 10,223,400 851,950 1,604 160,441 21 39 1,500

2021 50,130 30,078,000 2,506,500 4,720 472,029 40 75 8,672

2022 61,213 36,727,800 3,060,650 5,764 576,387 86 87 19,860

2023 72,325 43,395,000 3,616,250 6,810 681,019 109 98 18,738

2024 87,859 77,974,863 4,392,950 8,273 827,288 139 104 18,209

①フードバンク食料を福祉活動・地域活動に活用することによる食材費の削減推計値（セカンドハーベストジャパン換算値を活用/http://2hj.org/activity/result）

②産廃処理費用　50円/kgとして換算。

③生ごみの焼却燃料（条件：水分80％、熱損失係数1.6、水分蒸発熱量640kcal、灯油8700kcal） 　　食品活用量×80％×1.6×640kcal/8700kcal

④生ごみの焼却コスト　４）×100円/㍑（灯油単価）

⑤消費者庁2025年9月10日発表「食品ロスによる経済損失・温室効果ガス排出量の推計結果」に基づき算出 2025年9月18日　特定非営利活動法人ｅワーク愛媛 作成

⑤



１）フードバンク活動への賛同企業の増加 
 フードバンク・フードドライブ活動のパブリシティ効果や独自の PR 効果、県のバックア

ップなどが奏功し、企業のフードバンクに対する理解・協力が深まっています。このため、

フードバンクへの寄贈元企業・団体の数は、活動当初より増加し、2022年度の 86 団体か

ら、2023 年度は 109 団体に前年度比 23 団体増加、2024 年度は 139 団体に 30 団体増加しま

した（表 1）。今後も、Web、SNS を活用した、こまめな活動情報発信や企業・団体への広報

活動により、未利用食品の活用機会を向上させます。 

 また、2020 年度、県内の食品関連企業・団体にアンケートを依頼し 66 団体からの回答を

得ました。この結果を踏まえ 2021 年度以降、フードバンクへの協力の可能性について１団体

ずつ話を聴きながら、食料提供や運営支援の依頼を行っています。今後も食品関連企業や一

般企業の経営者・担当者の意識向上の取り組みを進め、連携団体を拡大していきます。 

 

２）地域循環型フードバンク活動連携の拡大 
 食品ロス削減を効果的・効率的に進めるため「未利用食料の地産地消」「食品ロスマイレー

ジ・食品ロス削減マイレージ削減」を掲げて、地域循環型フードバンク活動による食品ロス

削減を進めています。 

 これまで、県内のフードバンク活動連携を進め、図１のとおり、フードバンク連携拠点を

県内 9 ヶ所に設置したことと併せ、香川県、徳島県、高知県の四国の他県のフードバンクと

の連携も進めてきました。また、当団体も関わり、中四国・環瀬戸内海のフードバンク団体

（山口、広島、岡山、香川）の代表らと全国食品ロス削減研究会を組織し、フードバンク活

動・食品ロス削減活動の連携、食品ロス削減研究を進めています。 

 一方、地域循環型フードバンク活動で連携している「えひめ地域こども食堂ネットワー

ク」が中心となり、四国こども食堂ネットワーク構築の準備が進んでおり、四国内フードバ

ンクネットワークとこども食堂のネットワークの連携が進めば、四国内の地域循環型フード

バンク活動（県境連携、大量未利用食料の広域食料シェア、食品ロス削減 PR、活動広報、情

報交流、企業との広域連携等）をさらに進めることができます。 

 

表 2 フードドライブ連携による地域循環型フードバンク活動の効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連携活動によるフードバンク団体の経費削減効果
CO2

削減量
CO2削減量・

環境負荷削減値

箇所数
距離

（km）

往復距離
（km/回）

①

作業時間
（時間/回）

②

燃料費1)

（円/回）

③

労務費2)

（円/回）

④

計
（円/回）

③＋④＝⑤

頻度
（回/月）

⑥

月間費用
削減効果
（円/月）

燃料

削減量
（ガソリン換
算、㍑/年）

燃料
削減によ
るCO2削

減量
（kg/年）

円/年

④☓⑥☓12ヶ月

月間
削減量

（回/kg）

kg/年3)

⑦
円/年

4)

1 四国中央市
こども食堂、福祉
団体

5 30 85 5 924 6,750 7,674 1 7,674 6 13 92,088 12.3 147.9 1,183

2 新居浜市
福祉団体、こども
食堂

24 10 140 17 1,521 22,950 24,471 2 48,942 9 22 587,304 20.3 487.2 3,898

3 西条市
福祉団体、こども
食堂

15 25 125 12 1,358 16,200 17,558 2 35,116 8 19 421,392 18.1 435.0 3,480

4 今治市 こども食堂 9 35 115 8 1,250 10,800 12,050 1 12,050 8 18 144,600 16.7 200.1 1,601

5 東温市 社会福祉協議会 4 45 110 6 1,195 8,100 9,295 1 9,295 7 17 111,540 16.0 191.4 1,531

6 松山市
こども食堂、福祉
団体

36 70 320 29 3,477 39,150 42,627 4 170,508 21 49 2,046,096 46.4 2,227.2 17,818

7 松前町 こども食堂 4 75 170 8 1,847 10,800 12,647 1 12,647 11 26 151,764 24.7 295.8 2,366

8 伊予市 福祉団体 4 80 180 8 1,956 10,800 12,756 1 12,756 12 28 153,072 26.1 313.2 2,506

9 砥部町 社会福祉協議会 3 80 175 7 1,902 9,450 11,352 1 11,352 12 27 136,224 25.4 304.5 2,436

10 内子町 こども食堂 2 90 190 7 2,065 9,450 11,515 1 11,515 13 29 138,180 27.6 330.6 2,645

11 大洲市 社会福祉協議会 1 100 205 7 2,228 9,450 11,678 1 11,678 14 32 140,136 29.7 356.7 2,854

12 八幡浜市 社会福祉協議会 2 120 250 9 2,717 12,150 14,867 1 14,867 17 39 178,404 36.3 435.0 3,480

13 西予市 こども食堂 1 120 245 9 2,662 12,150 14,812 1 14,812 16 38 177,744 35.5 426.3 3,410

14 宇和島市
中間支援団体、福
祉団体

5 135 295 12 3,206 16,200 19,406 2 38,812 20 46 465,744 42.8 1,026.6 8,213

15 鬼北町 福祉団体 1 135 275 10 2,988 13,500 16,488 1 16,488 18 43 197,856 39.9 478.5 3,828

16 愛南町 社会福祉協議会 8 185 410 18 4,455 24,300 28,755 2 57,510 27 63 690,120 59.5 1,426.8 11,414

計 124 219 509 5,832,264 477 9,082.8 72,662

1)　①÷18km/㍑（ガソリン1l当り走行距離）☓163円/㍑（2024年度愛媛県ガソリン単価平均値）
2)　

FBから店舗往復・積み込み積卸し作業時間☓賃金（1000円/時）
3)　①☓145ｇ/km（1km自家用車走行時CO2排出量）☓⑥☓12ヶ月

　　国土交通省「輸送量当たりの二酸化炭素の排出量」（http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/environment/sosei_environment_tk_000007.html）
4)　国土交通省「ＣＯ２の貨幣価値原単位について 」（http://www.mlit.go.jp/tec/hyouka/public/pdf_kentoukai02/03.pdf）よりセイコーエプソンの事例参照
5)

一般社団法人環境エネルギー事業協会（https://ene.or.jp/uncategorized/co2-car-train/）ガソリン使用に関する排出係数（2.32tCO2/kℓ）

2025年8月27日　特定非営利活動法人ｅワーク愛媛 作成

受取ネットワーク
団体

No. 地域



 これまでの食料シェア団体・協力企業とのネットワークを活用したフードドライブ活動の

連携により、食品引取り横持作業、運搬費用が年間約 583 万円削減、ガソリン換算燃料が年

間約 219 リットル削減、CO2排出量が年間約 9トン削減という推計値が確認できました。詳

細は表 2 のとおりです。 

 

図１ 県内ハブ拠点の整備による地域循環型フードバンク活動の推進 

 

①2018 年８月まで              ②2018 年８月～2022年 7 月 

 １拠点で県内全域からの食料受領・食料配布   3 つの地域循環型食品ロス削減拠点整備 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

       ③2022年 7 月～   

        さらに 6 ヶ所拠点を整備し計９ヶ所の拠点で活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）フードドライブ活動の拡大 
 国内の食品ロスの約半分を占める家庭系食品ロス（愛媛県内では家庭系食品ロスは 60％）

を削減させるには、消費者一人一人の意識・心がけが重要です。このため、フードドライブ

を消費者に身近なスーパーマーケットや温泉施設、金融機関に常設することは、消費者の目

に留まりやすく、意識を変えるための効果が大きいと考えます。 

 また、消費者の食品ロス削減意識を向上させることは、事業系の食品ロスである飲食店で

の食べ残し削減や小売店での手前取り推奨にも効果があると思います。現在、常設型フード

ドライブが広がるなか、様々なメディアでも取り上げられ、企業・消費者の食品ロス削減に

四国中央
事務局

新居浜
事務局西条

事務局

今治
事務局

松山
事務局

八幡浜
事務局

宇和島
事務局

内子
事務局

北宇和
事務局



対する意識も向上しています。このことが、企業・団体や消費者に「食品ロス削減」「フード

ドライブ」「フードバンク」という言葉を身近にさせていることが考えられます。 

 これにより、一般企業や金融関連団体（伊予銀行・愛媛県庁・松山商工会議所・今治商工

会議所、東予信用金庫、西条市の半導体機器製造業）、他の食品関連団体（大手コンビニエン

スストア、地元スーパーマーケット）もフードドライブの実施による社会貢献を開始、また

は、準備を進めており、波及効果の大きさが分かります。 

 上記のことから、この事業による食品ロス削減効果、企業・消費者の意識向上効果は大き

く、今後も拡大させる活動を継続します。 

 取扱食料重量、寄贈元数、提供先数の推移は表 1 のとおりです。 

 2023 年度のフードバンク食料取り扱い数量 73 トンであり、2021 年度実績 50 トン/年、

2022年度実績 61トン/年と比較して、年々増加する実績となりました。今年度も、昨年度よ

りさらに 10 トン以上増加させることを目標に活動を進めています。 

 特に、フードドライブは、一昨年以降、地域循環型フードバンク活動を目指し、県の支援

を受け、地域のスーパーマーケットであるフジグループ、コープえひめと覚書を交わして連

携事業を進め、2022 年度約 19.9 トン/年、2023 年度約 18.7トン/年、2024年度 18.2 トン/

年となり、安定して家庭系の食品ロス削減に寄与することができています。 

 また、この状況が他の企業・団体にも、フードドライブの効果と機能・意義を知ってもら

うきっかけにもなりました。特に、銀行、温泉、保険会社、半導体機器製造会社など、食品

関連企業以外の事業者もフードドライブに関心を持ち、あらたにフードドライブを開始した

事業所や現在、具体的に検討・調整段階にある事業者もあります。これにより、2024年８月

時点の県内 105 ヶ所の常設型フードドライブ箇所を、2025 年 8 月現在で 132 ヶ所に 27 ヶ所

増加させることができました。 

 

４）食品ロス削減・フードバンクについての食育・啓発 
（１）フードドライブの実施（家庭系食品ロスの削減の啓蒙） 

 当団体では「日常フードドライブ」を合言葉に、日常生活に当たり前にフードドライブの

風景が溶け込み、食品ロスを出すことが当たり前ではない意識を醸成するため、常設型フー

ドドライブの設置個所 132 ヶ所のうち 91 ヶ所に独自のポスター掲示やチラシの設置を行い

（画像 1）、広く消費者に食品ロス削減について呼びかけています。 

 

画像 1 常設型フードドライブの状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子ども用食品ロス削減啓発冊子制作・配布 

 食品ロス削減・フードバンクに関する絵本を幼稚園児から小学校低学年用を想定して 2019

年に制作し、配布しています。当初はコピー機印刷により活用していましたが、2020 年 3 月

以降商業印刷によってこれまでに 4 回に分けて 7000 冊印刷し、新居浜市内の小学校・幼稚園

に 3000 冊を寄贈、1000冊を食品ロス削減イベント（2020～2024 年毎年 10 月実施）やフー

ドドライブイベント（年間 3～5回実施）にて子ども達に配布、2000 冊は西条市の担当部局



に寄贈し小学校・幼稚園に配布しました。2025年 9 月に増刷した 1000冊は、今年度後半の

イベントや勉強会などで子どもや保護者、学校関係者に配布しています。 

 同冊子は、誰でも見ることができ、印刷・活用できるよう、当法人の Web ページにて公開

しています。（https://eworkehime.kojyuro.com/images/ework_ehon.pdf） 

 絵本内容の一部は、画像 2 のとおりです。 

 

画像 2 子ども用食品ロス削減啓発冊子「もったいないとおもいやり」（第 4 刷） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）若年者・社会人用啓発冊子制作 

 2019 年、若年世代、特に高校生から食品ロス削減・フードバンクに関する勉強会での講師

依頼が増加し、戦後の食文化の変遷と食品ロスの発生経緯などをまとめた資料を作成しまし

た。その資料をベースに内容を遂行し、2021 年 3 月に無料配布用冊子として「食品ロスの民

俗学～イートシフトと食の行方～」を 1000 部印刷、イベントや講演時に配布しています。 

概要は、画像 3 のとおりです。 

 

画像 3 中学・高校・大学生、社会人用 食品ロス削減啓発用冊子「食品ロスの民俗学」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）学校、企業、経済団体への出前授業・講演の積極実施 

 小学生対象の勉強会や中学校の社会的授業、高等学校の授業や勉強会等への積極的な出前

授業の実施や企業や経済団体が行うセミナーでの食品ロス削減・フードバンクに関する講演

にも積極的に出向いています。 

 前述の絵本や冊子を活用する他、パネル（画像 4）やポスターを作成して展示したり、チ

ラシを配布する等、状況に合わせて活用できる広報ツールを制作し活用しています。 



画像 4 食品ロス削減やフードバンク活用広報用のパネル（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）コミュニティパントリー事業の普及・拡大 
 コミュニティパントリーとは、当団体が 2020年 12 月に国内では先駆け的に開始した無料

のフードマーケットの名称です。もともとはフィリピンで 2021 年に始まった街角に未利用食

料を置き、欲しい人が持って行くという無人の食品屋台の呼び名でしたが、地域の未利用食

料を地域で食料シェアが必要な方に効率よく使ってもらい、様々な相談事にも対応できる有

人型の食料シェア施設として、相応しい名称と判断し活用しています。事業の運営方法は、

韓国のフードバンクが実施するフードマーケットがモデルです。 

 コミュニティフリッジと呼ばれる無人型の食料シェアの仕組みを運営する団体もあります

が、無人食料シェアのセキュリティ上の問題や相談などの対応が無い「単なる施し」になる

ことが、私たちの活動趣旨と反することから、有人型のコミュニティパントリーを新居浜

市、西条市、松山市 2箇所、内子町、鬼北町、宇和島市の県内 7箇所で連携団体の協力も得

ながら運営しており、宇和島市の当方事務所に 1箇所の新規設置を準備中です（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 愛媛県内コミュニティパントリー実施箇所 

 



 現在、コミュニティパントリーの会員は 150 世帯以上となり、フードドライブ、フードバ

ンクで提供された食料を自由に選んで持ち帰ることができるシステムとして機能していま

す。利用者へのアンケートでは利用しやすく、良いという声が寄せられました（アンケート

結果、表 3）。 

 登録した利用者には、画像 5-③にあるスタンプカードをお渡しし、月額 6000 円分までの

食料を無料で持ち帰ることができます。当初は、持ち帰り量の制限を設けていませんでした

が、一人でたくさんの食料を持ち帰る利用者が多かったため、公平に利用してもらうことを

考え、スタンプカードを活用することにしました。 

 

表 3 コミュニティパントリー利用者アンケート結果（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像 5 コミュニティパントリー事業 

①コミュニティパントリー（本部事務所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②コミュニティパントリー（東予事務所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③会員用スタンプカード（1 月 1 枚分/6000 円分の食料持ち帰りが可能） 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年 9 月 18 日更新 

質問内容 解答 人数（人） 比率（％）

大変良い 44 40.0

良い 35 31.8

普通 16 14.5

悪い 1 0.9

大変悪い 1 0.9

無回答 13 11.8

計 110 100.0

コミュニティパ
ントリーの使い

やすさ

質問内容 解答 人数（人） 比率（％）

大変良い 40 36.0

良い 34 30.6

普通 20 18.0

悪い 3 2.7

大変悪い 0 0.0

無回答 14 12.6

計 111 100.0

コミュニティパ
ントリーの食料

の種類


